
会場 一般演題・セッション名 開催時間 演題番号 演題名
T-01 松本 湧豊 歩いてきた傷病者へ陰性感情が湧いたが、結果くも膜下出血であった一例
T-02 伊東 祐貴 意識清明のVT（HR270回/分）の傷病者に、現場で要請したワークステーション隊とドッキング後にカルディオバージョンを行った症例
T-03 飯田 正夫 傷病者情報が不明な火災において統括救急隊として活動した事案
T-04 松野 信康 不搬送とした傷病者が翌日亡くなっていた症例
T-05 平山 大地 小児の墜落外傷からネグレクトを想起した症例
T-06 小泉 雅之 車両火災後に着衣着火し消火目的で川に飛び込んだ一例
T-07 田端 隆之 緊急搬送の是非：大量の血痕と白色物質がある現場を考量した症例
T-08 齋藤 一 循環器疾患を疑うも、肝破裂であった一例
T-09 三芳 智伸 脳梗塞疑いにより転院搬送となった傷病者が、搬送途上にショック状態に陥り、急性大動脈解離と診断された１例
T-10 小川 史朗 脳卒中を疑ったが、大動脈解離であった１例
T-11 大野 治 炎天下での作業中に熱中症により意識障害に陥り下肢に熱傷を併発した症例
T-12 辻 沙織 真夏日の低体温症例
T-13 仲田 弘明 幻覚症状があり搬送困難となった傷病者がクモ膜下出血であった一例
T-14 浅川 到磨 外因性の病態を疑って搬送した傷病者が内因性くも膜下出血であった症例
T-15 清水 鉄也 水タバコ（シーシャ）吸引後の急性CO中毒に関する救急隊への教育の効果
T-16 野木 祐介 病院派遣型救急ワークステーションの12誘導心電図教育の有用性と課題の検討
T-17 所 学 医療機関での指導救命士の養成と救急隊員の教育
T-18 中村 剛 新任救急隊員及び救急現場復帰職員に対する支援の取組と今後の展望
T-19 梅澤 厚志 林業現場における救急対応訓練の実施
T-20 堀越 伸也 効率的なインフォームドコンセントの検討　～早期に特定行為を実施するために～
T-21 林 隆太 アレルゲンを喫食していない傷病者がアナフィラキシー症状を呈し、アドレナリン注射液自己注射キット製剤を使用した症例について
T-22 山室 翔夢 緊張性気胸の傷病者に対して、現場要請によりワークステーション隊とドッキングをして早期医療介入した症例
T-23 鈴木 慶太郎 脳卒中事案における現場滞在時間短縮を目指し医療機関と連携した当消防本部の取り組み
T-24 佐藤 雄太 多職種で対応した救急車頻回利用者事案について
T-25 佐藤 南 東京湾内の外国船上で発生した心肺停止傷病者に対して海上保安庁と連携し対応した症例
T-26 窪木 達也 救命率の向上に向けた当本部の新たな取組 ～市内コンビニエンスストアと連携し２４時間使用可能なＡＥＤの設置へ～
T-27 赤窄 一弘 病院前救護の質向上に向けたフィードバックシステムの必要性に関する検討
T-28 森岡 俊介 脳卒中A選定傷病者の搬送後診断と傾向
T-29 髙村 真幸 アドレナリン自己注射薬投与後のアナフィラキシー患者の適切な病院選定の検討
T-30 髙橋 渚 インシデント・アクシデントの原因究明および今後の課題
T-31 樺沢 亮 救急隊現場到着から傷病者接触（OAPCT）までが遅延する要因の検討
T-32 藤野 丈貴 心肺蘇生を望まない心原性心肺機能停止が1ヵ月後生存率に与える影響
T-33 志摩 知 オンライン薬剤投与からオフライン薬剤投与に変更してもたらせる影響
T-34 小林 直人 プレホスピタルケア下のアドレナリン投与の有効性について
T-35 川口 雄太 ドクターカー出場現場での医師による死亡判定の有用性について
T-36 仲田 康太 補助人工心臓装着する傷病者の対応について
T-37 新井 庸介 大動脈緊急症を見逃すな！埼玉県大動脈緊急症治療ネットワーク「SAN」の取り組み
T-38 鯨井 晶夫 救急救命士の人員構成が与える病院前救護への影響に関する検討
T-39 西山 真人 １１９番通報の一部を救急相談センターに転送する試行について
T-40 生子 篤 静岡市消防局における早期にアドレナリン投与を実施した症例についての現状報告
T-41 鈴木 祐美子 ドクターカー要請調査
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